平成28年度　再評価調書
１ 事業概要

	事業名
	一般国道170号・高槻東道路　道路改良事業

	担当部署
	都市整備部　交通道路室　道路整備課　建設グループ（06-6944-9280）

	事業箇所
	高槻市成合～前島

	再評価理由
	事業採択後10年間を経過した時点で継続中

	事業目的
	一般国道170号は、慢性的に渋滞が発生している国道171号のバイパス道路として整備することにより、新名神高速道路供用後の交通量増加に対し、交通量の分散化を図り、周辺の交通渋滞の緩和を目的とする。

高槻東道路は、新名神高速道路（仮称）高槻ICへのアクセス道路として整備することを目的とする。

	事業内容
	道路築造

【一般国道170号】

延長：2.8km

幅員：23.0m～26.0m
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車道：4車線（3.25m×4）

自転車歩行者道：両側（3.75m×2）

	道路築造
【高槻東道路】

延長：3.3km（事前評価時：3.9km）
幅員：7.5m～32.5m

車道：2車線（3.25m×2）

・橋梁：6橋（事前評価時：7橋）

	事業費

（　）内の数値は

事前評価時点のもの
	全体事業費：約375.0億円（約422.0億円）〔国：206.3億円、府：168.7億円〕

	
	（内訳）調査費等　約　13.0億円（約 15.0億円）
用地費　　約　83.0億円（約 88.0億円）
　　　　工事費　　約279.0億円（約319.0億円）

	【工事費の内訳】

道路築造工　199.0億円（199.0億円）

橋梁工　　　 80.0億円（ 120.0億円）



	事業費の変更理由
	財政再建プログラム（案）（平成20年6月）による事業コストの削減のため、国道171号との立体交差計画を見直した。

	維持管理費
	約4,300万円／年　 道路部：33万円/千㎡・年（過去5年府内実績より算出）

　　　　　　　　　   橋梁部：1,500万円/年 （点検費・塗装費を含む）


２ 事業の必要性等に関する視点
	
	事前評価時点H18
	再評価時点H28 
	変動要因の分析

	事業を巡る社会

経済情勢等の変化
	・新名神高速道路平成30年度末供用予定。
・高槻市中心市街地は慢性的に交通渋滞が発生している。

・主要幹線道路である国道171号と国道170号、府道伏見柳谷高槻線が交差する八丁畷交差点を中心に慢性的に交通渋滞が発生している。
【周辺道路の交通量】

H17交通センサス

府道伏見柳谷高槻線

：23,606台/24H
国道170号：34,463台/24H

国道171号：49,911台/24H
	・新名神高速道路平成28年度末供用予定（2年短縮）。
・全区間のうち、新名神高速道路（仮称）高槻ICから国道171号までの延長3.3kmは、新名神高速道路の供用に合わせて整備する。
【周辺道路の交通量】
H22交通センサス

府道伏見柳谷高槻線

：22,327台/24H
国道170号：33,633台/24H

国道171号：40,836台/24H
	新名神高速道路の供用時期の前倒し
H17からH22センサスでは、府域全体で交通量は減少傾向にあり、本路線でもその傾向がみられる。（周辺ネットワークの完成に伴う交通量の減少）

	地元の

協力体制等
	西日本高速道路株式会社及び高槻市から早期整備の要望がある。

	
	事前評価時点H18
	再評価時点H28 
	変動要因の分析

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	【効果項目】
・走行時間短縮

・走行経費減少

・交通事故減少

【分析結果】
・B/C＝7.31
　B＝2,364.3億円
　C＝323.5億円
【算出方法】
・国土交通省「費用便益分析マニュアル」（平成15年8月）により算出
・H11交通センサスベースの

H32将来交通推計値により算出

【受益者】
・道路利用者
・地域住民


	【効果項目】
・走行時間短縮

・走行経費減少

・交通事故減少

【分析結果】
・B/C＝5.75
　B＝2071.6億円
　C＝360.5億円
【算出方法】
・国土交通省「費用便益分析
マニュアル」（平成20年11月）により算出
・H17交通センサスベースの

H42将来交通推計値により算出

【受益者】
・道路利用者

・地域住民


	マニュアルの改訂、事業費及び事業期間の見直しにより変動が生じている。

	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	【安全・安心】
・歩車道分離により歩行者・自転車の安全が確保される。

【活力】
・物流効率化が図られる。
【快適性】
・十分な幅員が確保された自転車歩行者道の整備により快適性が向上する。
【受益者】
・道路利用者
・地域住民




	
	事前評価時点H18
	再評価時点H28
	変動要因の分析

	事業の進捗状況

＜経過＞

①事業採択年度

②事業着工年度

③完成予定年度
	①平成19年度
②平成19年度

③平成30年度
	①平成19年度

②平成19年度

③平成35年度
	大阪府財政再建プログラム（案）（平成20年6月）による公共事業費削減のためペースダウン

	＜進捗状況＞
	－
	・全体　  61％

（ 230.5億円／375.0億円）

・用地　  82％

（　68.4億円／ 83.0億円）

・工事　　56％

（ 162.1億円／292.0億円）

	

	事業の必要性等に関する視点
	・国道170号は、国道171号のバイパス道路として高槻市中心市街地の慢性的な交通渋滞を緩和する。

・高槻東道路は、新名神高速道路（仮称）高槻ICへのアクセス道路である。




３ 事業の進捗の見込みの視点

	事業の進捗の
見込みの視点

	・国道170号は、国道171号から府道枚方高槻線までの区間を平成28年度末に供用予定である。残る事業区間は、大阪府財政再建プログラム（案）（平成20年6月）により、ペースダウンしたものの平成35年度末供用に向けて事業中である。
・高槻東道路は、新名神高速道路（仮称）高槻ICから国道171号までの全区間を平成28年度末に供用予定である。




４ コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や
代替案立案等の
可能性の視点
	用地については、82％取得済みであり、工事については、主要構造物である全ての橋梁工事に着手済みであることから、コスト縮減や代替案立案の余地はない。


５ 特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	道路法面は、既存の植生種を利用するなど当該道路周辺の生態系を乱さないよう緑化対策を行い、植生の回復に努める。

	事前評価時の意見具申（付帯意見）

と府の対応
	－

	上位計画等
	大阪府都市整備中期計画（案）（H28.3改訂）

	その他特記事項
	－


６ 対応方針（原案）

	対応方針
（原案）
	○事業継続

＜判断の理由＞

・一般国道170号は、慢性的に渋滞が発生している国道171号のバイパス道路として整備することにより、新名神高速道路供用後の交通量増加に対し、交通量の分散化を図り、周辺の交通渋滞の緩和に寄与する本事業の必要性に変化はない。

・高槻東道路は、新名神高速道路（仮称）高槻ICへのアクセス道路であり、平成28年度の完成に向け、事業の進捗は順調である。
以上の理由から、事業を継続する。



平成28年9月16日修正後








